
JP 3143366 U 2008.7.24

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】温度検出部と多色発光ダイオードの組み合わせ
によって空気中及び水中の温度を光によって表示する温
度表示器を提供する。
【解決手段】温度検出部によって検出・計測された温度
を、多色発光ダイオードの発光色に変換し、各温度帯に
対応する色彩光を発することにより温度を表示する。ユ
ーザーニーズにより、任意で温度と発光色を設定するこ
ともある。電源電圧の低下による発光色の色ぶれを防止
するため、電圧安定回路を併設し一定電圧を確保すると
ともに、電源電圧が一定値を下回った時には、動作電圧
判別回路が働き、全回路への電流の供給を停止し、誤発
色によるトラブルを未然に防止する。
【選択図】図１



(2) JP 3143366 U 2008.7.24

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
温度検出部と多色発光ダイオードを組み合わせた温度表示器
【考案の詳細な説明】
【考案の詳細な説明】

【技術分野】
【０００１】
　本考案は、温度検出部と多色発光ダイオードの組み合わせによって空気中及び水中の温
度を光によって表示する温度表示器に属する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の温度表示は、水銀や特殊溶液の温度に伴う伸縮によって表示されるものや、温度
検出部によって検出された温度をデジタル数字に置き変えて表示していた。
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来の温度表示方法は、温度表示計の近くまで寄って目視確認しないと、その時々の温
度を把握出来なかった。大型のデジタル表示の温度表示計もすでに存在するが、やはり遠
目での確認並びに夜間や未照明の状況にあっては即座に現状温度を確認することが出来な
かった。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
【０００５】
　まず、赤色、緑色及び青色発光色素からなる多色発光ダイオードにおいて、色彩工学の
知見に基づき、波長の短い光は寒色に、波長の長い光は暖色に、それぞれ色相を定義づけ
る。
　可視光域の下限波長（３８０ｎｍ）から上限波長（７８０ｎｍ）を色彩表示域とし、温
度検出部の測定結果の分解能に応じて、紫⇒青⇒緑⇒黄色⇒赤へと変換表示される。
【０００６】
　それぞれの発光色には受け持ちの温度帯を設定し、温度検出部で検出された温度に対応
する色彩光が表示される。
【０００７】
　ユーザーニーズにより、予め任意の温度と発色光を設定することも可能である。
【０００８】
　温度検出部は、温度センサー周辺の大気中及び水中の温度を検出して測定する。
　測定温度はマイコン内で発色データへ変換され、発光色が定められる。
【０００９】
　電源である乾電池の電圧低下による多色発光ダイオードの発色ぶれを防止するため、一
定電圧に保つ回路を併設すると共に、一定電圧を下回った時は機能を強制的に停止する。
【考案実施の形態】
【００１０】
【００１１】
　図は、本考案のブロック図を示したものである。
【００１２】
　各部名称は、以下のとおりである。
　ａ．温度検出部
　ｂ．温度－電圧変換回路
　ｃ．マイコン
　ｄ．ＬＥＤ発光部
　ｅ．スイッチ入力安定化回路



(3) JP 3143366 U 2008.7.24

10

20

　ｆ．電圧安定化回路
　ｇ．動作電圧判別回路
【００１３】
　温度検出部においては、センサーに接触する大気及び液体の温度を検出し計測する。
【００１４】
　温度－電圧変換回路及びマイコン部においては、計測された温度を色表示データにに変
換する。
【００１５】
　ＬＥＤ発色部においては、色表示データに対応する色彩光を発光する。
【００１６】
　スイッチ入力安定回路においては、ノイズを除去するとともに、スイッチ操作時のチャ
タリングの影響を防止する。
【００１７】
　電圧安定回路においては、乾電池から供給された電流の電圧を一定幅内に収まるよう制
御する。
【００１８】
　動作電圧判別回路においては、電源から供給される電流の電圧が一定値を下回った段階
で、全回路への電流の供給を停止し、誤発色を防止する。
【考案の効果】
【００１９】
　本考案は、遠目でも暗闇でも、発光ダイオードの発する鮮明な光によって現状の温度確
認が出来るものであり、従来の目視確認の煩雑性を克服できる。
また、急性疾病を引き起こす冬場のお風呂場やトイレなどに設置することにより、未然に
事故防止することが可能である。育児や老人介護の現場においても、誰にでもすぐ分かる
温度管理手段として有用である。
【図１】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月8日(2008.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、温度検出部と多色発光ダイオードの組み合わせによって空気中及び水中の温
度を光によって表示する温度表示器に属する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の温度表示は、水銀や特殊溶液の温度に伴う伸縮によって表示されるものや、温度
検出部によって検出された温度をデジタル数字に置き変えて表示していた。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来の温度表示方法は、温度表示計の近くまで寄って目視確認しないと、その時々の温
度を把握出来なかった。大型のデジタル表示の温度表示計もすでに存在するが、やはり遠
目での確認並びに夜間や未照明の状況にあっては即座に現状温度を確認することが出来な
かった。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　まず、赤色、緑色及び青色発光色素からなる多色発光ダイオードにおいて、色彩工学の
知見に基づき、波長の短い光は寒色に、波長の長い光は暖色に、それぞれ色相を定義づけ
る。
　可視光域の下限波長（３８０ｎｍ）から上限波長（７８０ｎｍ）を色彩表示域とし、温
度検出部の測定結果の分解能に応じて、紫⇒青⇒緑⇒黄色⇒赤へと変換表示される。
【０００５】
　それぞれの発光色には受け持ちの温度帯を設定し、温度検出部で検出された温度に対応
する色彩光が表示される。
【０００６】
　ユーザーニーズにより、予め任意の温度と発色光を設定することも可能である。
【０００７】
　温度検出部は、温度センサー周辺の大気中及び水中の温度を検出して測定する。
　測定温度はマイコン内で発色データへ変換され、発光色が定められる。
【０００８】
　電源である乾電池の電圧低下による多色発光ダイオードの発色ぶれを防止するため、一
定電圧に保つ回路を併設すると共に、一定電圧を下回った時は機能を強制的に停止する。
【考案の効果】
【０００９】
　本考案は、遠目でも暗闇でも、発光ダイオードの発する鮮明な光によって現状の温度確
認が出来るものであり、従来の目視確認の煩雑性を克服できる。
また、急性疾病を引き起こす冬場のお風呂場やトイレなどに設置することにより、未然に
事故防止することが可能である。育児や老人介護の現場においても、誰にでもすぐ分かる
温度管理手段として有用である。
【考案実施の形態】
【００１０】
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　温度検出部においては、センサーに接触する大気及び液体の温度を検出し計測する。
【００１１】
　温度－電圧変換回路及びマイコン部においては、計測された温度を色表示データにに変
換する。
【００１２】
　ＬＥＤ発色部においては、色表示データに対応する色彩光を発光する。
【００１３】
　スイッチ入力安定回路においては、ノイズを除去するとともに、スイッチ操作時のチャ
タリングの影響を防止する。
【００１４】
　電圧安定回路においては、乾電池から供給された電流の電圧を一定幅内に収まるよう制
御する。
【００１５】
　動作電圧判別回路においては、電源から供給される電流の電圧が一定値を下回った段階
で、全回路への電流の供給を停止し、誤発色を防止する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図は、本考案のブロック図を示したものである。
【符号の説明】
【００１７】
各部名称は、以下のとおりである。
ａ．温度検出部
ｂ．温度－電圧変換回路
ｃ．マイコン
ｄ．ＬＥＤ発光部
ｅ．スイッチ入力安定化回路
ｆ．電圧安定化回路
ｇ．動作電圧判別回路
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